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昭和３５年５月の水島港　※岡山県立記録資料館蔵

水島港大型外航船１００隻入港式典　※岡山県立記録資料館蔵水島港－釜山港間  定期コンテナ航路開設記念式典

昭和35年 3月 10日 旧玉島港を水島港に併合
6月 9日 港湾法の「重要港湾」に指定され、特定港湾施設整備特別措置法の適用港となる
8月 外航船第１船「プリンス・ダル」号が入港
10月 6日 水島港湾振興会発足（ＭＩＴＡの前身）

昭和37年 4月 1日 関税法の「開港」に指定される
昭和49年 4月 12日 港則法の港域を拡張し、「特定港」に指定される
昭和57年 4月 1日 「開港」満20年を迎える（8月5日記念式典開催）
平成  4年 4月 1日 「開港」満30年を迎える（7月30日記念式典開催）
平成  7年 9月 13日 玉島地区外貿埠頭～釜山港間国際定期コンテナ航路開設（同日開設記念式典開催）
平成  8年 9月 玉島ハーバーブリッジが完成（10月4日完成式典開催）

10月 15日 玉島地区が港則法の「特定港」、関税法の「開港」に指定される（10月8日開港記念式典開催）
平成  9年 3月 25日 水島港湾振興会を発展的に解消し、「水島港インターナショナルトレード協議会」を設立
平成10年 3月 23日 水島港外国貿易船入港6万隻達成（同日記念式典開催）
平成15年 4月 1日 港湾法の「特定重要港湾」に指定される

11月 28日 構造改革特別区域法による水島港国際物流・産業特区に認定される
平成20年 新高梁川橋梁、玉島ハーバーアイランド水深12.0ｍ岸壁の事業化

玉島ハーバーアイランド沖出し工事46haの事業化
平成22年 玉島西航路拡幅に着手
平成23年 5月 「国際バルク戦略港湾」に選定される

12月 「地域活性化総合特区」に指定される
平成24年 4月 1日 「開港」満50年を迎える

水島港外国貿易船6万隻入港記念式典

平成9年9月の玉島ハーバーアイランド

水島港外国貿易船6万隻入港記念式典テープカット

玉島ハーバーブリッジ完成式典

現在の玉島ハーバーアイランド

プリンス・ダル号　※岡山県立記録資料館蔵

原油タンカー初入港　※岡山県立記録資料館蔵

現在の水島港

水島港開港50年のあゆみ（抜粋）

水島港インターナショナルトレード協議会設立総会

昭和28年岡山県水島開発
事務所として設置された、現
在の岡山県水島港湾事務所
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水
島
港
の
航
行
規
制
の
一
部
緩
和

７
月
１
日
か
ら
水
島
港
に
お
け
る
新
た
な
港
内
交
通
管
制
が
導
入
さ
れ
ま
す
！

内貿 外貿

外貿コンテナ取扱貨物量
全国ランキング（H23速報）

順位 港　名
1位 東　京
2位 横　浜
3位 名古屋

・・・・・・

・・・・・・

13位 水　島

千TEU
4,144
2,803
2,472

4位 大阪 2,173
5位 神戸 2,097

・・・・・・

108

(速報値)

●水島港総取扱貨物量推移

●水島港コンテナ取扱貨物量推移
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出
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：
岡
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部
港
湾
課
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べ
）

【パンフレット】
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０
０
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０
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Ｓ
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も
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内
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入
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、ま
た
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Ｉ
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も
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す
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が
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ま
す
。
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０
０
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東

航
路
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戸
南
航
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を

経
て
水
島
航
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す
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場

合
、﹇
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信
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﹈、管
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対

象
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７０
ｍ
以
上
２
０
０
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未
満

の
船
舶
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港
内
航
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の
出
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を

一
律
に
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し
て
い
ま
し
た
が
、

新
た
な
港
内
交
通
管
制
で
は
、Ａ

Ｉ
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情
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を
活
用
の
う
え
、一
定

の
条
件
の
も
と
、港
長
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指
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船
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信
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井
瀬
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方
面
ま
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は
検

疫
錨
地
方
面
で
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に
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、
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。

　

今
回
の
変
更
は
、水
島
港
国
際

バ
ル
ク
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
航
行

規
制
緩
和
の
１
つ
と
し
て
も
掲
げ

て
き
て
い
た
も
の
で
あ
り
、場
合

に
よ
っ
て
は
最
大
２
時
間
程
度
の

大
型
船
通
過
ま
で
の
待
ち
時
間
の

短
縮
が
図
ら
れ
、コ
ス
ト
縮
減
に

期
待
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

※「一定の条件」等については、

水島海上保安部航行安全課

（電話０８６─４４４─２９６７）

までご確認ください。
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神
戸
税
関
水
島
税
関
支
署
の
ご
紹
介

Cover
Photo
今号の特集では、水島港の５０年を
写真により振り返っています。表紙
の写真は昭和５９年４月の航空写
真です。当時は水島港Ｅ地区も造成
中であり、今は見慣れている玉島
ハーバーアイランドもまだ姿を見
せていません。

今号の表紙

【東京セミナー】

【税関旗】

税関キャラクター　カスタム君

青は「海と空」、白は「陸」で、接
点に税関があることを表して
います。（明治25年制定）

【税関のロゴマーク】
航空機、船、ゲート（門）を組合
せ、“関”を表しています。門の
中の秤は公平を、鍵は保全を
意味し、税関の役割りを図で
表現するとともに、３つの桜が
税関の使命を示しています。
（平成19年制定）
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神
戸
税
関
水
島
税
関
支
署
は
、

水
島
港
湾
合
同
庁
舎
２
号
館
に
、

財
務
省
の
出
先
機
関
と
し
て
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。昭
和
３６
年
６

月
に
宇
野
税
関
支
署
水
島
分
室

と
し
て
産
声
を
上
げ
、昭
和
４７
年

５
月
に
水
島
税
関
支
署
と
な
り

ま
し
た
。ま
た
、平
成
１８
年
３
月

に
は
、玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン

ド
内
に
、水
島
コ
ン
テ
ナ
検
査
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
神
戸
税
関
百
年
史
」に
よ
る

と
、明
治
３２
年
に
、玉
島
税
関
監

視
署
が
設
置
さ
れ
、昭
和
１８
年
に

閉
鎖
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。監

視
署
が
あ
っ
た
場
所（
玉
島
中
央

町
）に
は
、玉
島
文
化
協
会
と
玉

島
観
光
ガ
イ
ド
協
会
に
よ
り
、

「
岡
山
県
税
関
発
祥
の
地
」の
石

碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。管
轄

区
域
は
、岡
山
県
の
ほ
ぼ
西
半
分

で
あ
る
５
市（
倉
敷
市
、総
社
市
、

高
梁
市
、新
見
市
、浅
口
市
）４
郡

（
都
窪
郡
、加
賀
郡
、小
田
郡
、浅

口
郡
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

税
関
は「
安
全
・
安
心
な
社
会

の
確
保
」「
適
正
か
つ
公
平
な
関

税
等
の
賦
課
・
徴
収
」「
貿
易
の
円

滑
化
」の
３
つ
を
基
本
的
な
使
命

と
し
て
、輸
出
入
貨
物
の
通
関
や

覚
せ
い
剤
等
の
不
正
薬
物
・
け
ん

銃
・
コ
ピ
ー
商
品
な
ど
を
水
際
で

阻
止
し
、国
内
に
持
ち
込
ま
せ
な

い
よ
う
に
取
締
り
を
行
い
、秩
序

あ
る
貿
易
の
発
展
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

水
島
港
の
平
成
２３
年
の
貿
易

額
は
、輸
出
が
約
１
兆
２
３
９
億

円（
全
国
１２
位
）。輸
入
は
約
１
兆

６
３
５
７
億
円（
同
１２
位
）。輸

出
入
総
額
は
全
国
で
１１
位
の
位

置
に
付
け
て
い
ま
す
。外
国
貿
易

船
入
港
隻
数
は
、３
９
１
３
隻

（
同
７
位
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
島
港
は
、昭
和
３７
年
に
開

港（
外
国
と
の
貨
物
の
輸
出
入
や

外
国
貿
易
船
の
入
出
港
が
出
来

る
港
）指
定
さ
れ
て
か
ら
、今
年

は
開
港
５０
周
年
の
節
目
を
迎
え

ま
し
た
。８
月
に
は
、水
島
港
開

港
５０
周
年
記
念
行
事
と
し
て
、記

念
式
典
や「
港
・
貿
易
・
産
業
展

（
仮
称
）」が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。水
島
港
の
更
な
る
活
性
化
に

　

平
成
２４
年
３
月
２２
日
、東

京
都
千
代
田
区
霞
ヶ
関
の

東
海
大
学
校
友
会
館
に
お

い
て
水
島
港
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
は
１
１
６

の
団
体
・
企
業
か
ら
２
５
０

名
を
超
え
る
多
く
の
方
々

の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

県
か
ら
は
新
高
梁
川
橋

梁
や
水
深
１２
ｍ
耐
震
強
化

岸
壁
の
整
備
進
捗
状
況
及

び
玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ

ン
ド
の
土
地
分
譲
に
つ
い

て
説
明
し
、ま
た
今
回
は
民

間
の
立
場
か
ら
も
、水
島
港

の
コ
ン
テ
ナ
貨
物
に
つ
い

て
中
谷
水
島
港
運
協
会
副

会
長
か
ら
、水
島
港
国
際
バ

ル
ク
戦
略
港
湾
に
つ
い
て

大
矢M

zG
IC

会
長
か
ら
、水

島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
総
合
特

区
に
つ
い
て
菱
木
水
島
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
発
展
推
進
協

議
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

少
し
で
も
寄
与
で
き
る
よ
う
、Ｍ

Ｉ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力

を
頂
き
な
が
ら
努
力
を
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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